
研究成果情報 農産 ２０ 麦 栽培

新技術・情報名 ビール大麦「 アサカゴールド」 分類 ①
の安定栽培法

１．成果の内容

１） 技術・情報の内容及び特 徴

大麦縞萎縮病抵抗性で良質・多収なビール大麦新品種「アサカゴールド」

の高品質・多収栽培法を検討し、適正な播種期、播種量及び施肥量につい

て明ら かにした。

（１）播種期については、現在の標準播種期よりやや晩播した方が良く、

倒伏が少なく整粒歩合・整粒収量がやや高くなり、外観品質も良好に

なる。

（２）播種量は、１１月下旬の適期播においては７ｋｇ/１０a、１２月上旬の晩

播ではそれより多い１０kg/１０a程度が適当である。

（３）施肥量は、少肥では穂数不足から子実収量の低下を招き、一方、

多肥ではうどんこ病・倒伏の発生が多くなって整粒歩合・外観品質が

低 下し被害粒の凸腹粒が増加する。このため、安定栽培のためには標

準施肥量（６＋３ｋｇ／１０ａ）とする。

２）技術・情報の適用効果

アサ カ ゴ ー ル ド の 高 品 質 ・ 多収栽培の普及により、ビール大麦の生産が

安定する。

３）適用範囲

ｌ県内のビール大麦作付地帯

４）成果の利活用・普及指導上の留意点

（１）穂数が５００本／㎡以上になると倒伏が多くなり、外観品質が低下す

るので、密播や多肥は避け 、生育期の分げつ数が多すぎる場合は麦踏み、

追肥により穂数を調節する。

（２）うどんこ病に弱いので、発生した場合は速やかに防除する。
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２．具体的データ

穂数倒伏子実同左適整粒整粒同左適外観
収量期播比歩合収量期播比品質
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表２播種量と生育・収量・品質（平成元年～３年度の平均）
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図１ 種散と倒伏程度との関係
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